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1.研 究 主題 ・主 題設 定 の理 由

児童が 自発的 ・自主的 に運動学習 に取 り組むための教 師の役割

体操を通して

これか らの社会で は,人 々は生活の余暇時間に自分 らしい豊かさを求めるようになり,運 動

やスポーツは,余 暇時間を楽 しく充実させ,生 涯にわたって生活をよ り豊かにするための大切

な内容 として重視され る。

体育科においては,生 涯体育 ・スポーツの視点 に立ち,生 涯にわた り自発的 ・自主的に運動

が実践できる能力や態度の育成を大きなね らいとしている。

そのため小学校体育の学習指導においては,単 に一定の技能を共通に身に付けさせ るだけで

な く,運 動に対する意欲の育成を図 り,運 動の学 び方の学習を重視 し,次 の学習や生活を自主

的,創 造的に営む上で,学 んだ ことが生 きて働 く力になるよ うな新 しい学力観 指導観への転

換が求あ られている。

このような新 しい学力観 指導観に立 った学力を身に付 けさせ るためには,学 習指導で果た

す教師の役割が,こ れまで以上に重要 となる。 とりわけ,児 童の自発的 ・自主的な学習活動を

支える支援者としての教師の役割を一層重視 し,そ の見直 しを図 りなが ら明確化する必要があ

る。

そこで本年度は,研 究主題を 「児童が自発的 ・自主的 に運動学習に取 り組むための教師の役

割」とした。また,こ の研究主題に迫 るための運動領域にっいては,必 要の欲求 に基づ く運動

領域が,教 育研究員の研究課題 としてとりあげ られて久 しいことや,現 代の児童の体力の低下

傾向 も踏まえ 「体力の向上,健 康の増進」を直接のね らいとす る体操領域を とりあげた。

また研究主題に迫 る視点 として

①児童が興味 ・関心を もち,明 確なめあてを もって取 り組むことので きる運動内容の吟味。

②運動の必要性や体力の高め方,運 動の体への効果等 にっいての知的理解の進め方の工夫。

③児童の創意 ・工夫 と努力が発揮 され る学習過程の工夫。

④児童が自発的 ・自主的に運動学習に取 り組むための学習資料作成の工夫。

以上の四点を教師の役割 として特に重視 し,児 童の自発的 ・自主的学習活動を支援す るry.場

に立 って,こ れ らを明 らかにす ることを目指 して研究 を進めることとした。
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ll.研 究 の 構 想
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lile研 究 の 内 容

1.体 操の基本的な考え方

(1)体 操のねらいと特性

体操は体力の維持,向 上を直接ねらう運動であるが,同 時に運動の行い方(具 体的な実

践方法:動 き)や,考 え方(理 論)を 学習することも重要なね らいとなる。従 って,自 分

の体力が高まることは もちろん,体 力の高あ方が分かること,自 分の体力や体のようすが

分かり関心が高まること等が、体操学習の楽 しさ ・喜びとなる。

t21体 操の学習内容

騨 §暑1襯難 艦 宰曇聯 欝 轡
蜀 齢 膿 麟 盒;罐鷺 話土黎 響 畿 ができる1一
技 能

i

隈 酬8臨 鑛 蹴 鱗 緬 の体への効果がわかる.

○ 体の柔 らかさや巧みさ,力 強 さ,持 久性を高あるね らいに合 った運動

を行い,そ の回数,時 間,距 離等の記録を高めた り,運 動を調子よ く

で きるようにし,体 力を高める。

(3)自 発的 ・自主的に体操学習に取 り組む児童の姿 と教師の役割

■ 自発的 ・自主的に取り組む児童の姿i教 師 の 役 割

i計i脇 麗 鰐 をもつL塁 享轡 闘心のもてる運動の内容を開

回'体 力を高ある計画を立てる ド 毫発性や自主性を引き出す指導計画を立て

「 動 きのねらいや運動筋 法蜘 り,i.体 操のねらいや腰 性鯉 解させる
実

践

めあてを もって運動するi

製 禦 蝶 撫 鰹 方法1
・運動の行い方やできばえを相互評価1

しながら運動するi

・動 きのね らいや運動の方法を明確 に示 し,

灘 鎗 め方に関するやさしい理論を脚
させる

・児童が工夫 した動 きを形成的に評価す る

評1・ 動 きや学び方のできばえを確かめ,I

i次 の学習にいかす ことがで きる!
・運動の体への効果を知 り.継 続 しよ

1価iう とする
i

1・ 学習 ノー トの適切な使い方の指導をする

i・ 運動の倦への効果を理解 させ る
い 学習の評価を し,本 時のまとめ,次 時の学

i習 に生かす
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2.実 態調査

(1)調 査の目的

体操の学習指導における児童の意識 と教師の指導の実態をっかみ,研 究を進めてい く手

がか りとする。

(2)調 査の方法(質 問紙法)

① 調査時期 平成4年6月 中旬～下旬

② 調査対象 児童…研究員所属校と区市内の無作為抽出校の6年 児童

〔回答数〕男子2156名 女子2031名 総計4187名

教師…研究員の所属す る区市立小学校教員 〔回答数〕1668名

(3)調 査結果と考察

w
①体操に関する知的理解OL _L一
ア 体操についての意識

児童

体操という言葉でどんな

運動を思い浮かべますか

※ 回答 は複数回答で多岐に

わた ったがその中で特 に多

い ものをあげた。

ラ ジ オ 体 操

器 械 運 動

準 備 運 動

ボ ー ル 運 動

陸 上 運 動

ストレンチ体操

徒 手 体 操

柔 軟 体 操

な わ と び

持 久 走

461(11)

1(896)

341(8%)

305〔7yo)

304(70

254{6°k)

164(4)

教師

児童は体操 という言葉で

どんなイメージを もって

いると思 いますか。

考 察

児童 は,体 操を器械運動(20%)な どの他の領域 と混同 しているところがあ り,必 ず しも

体操にっいての正 しい認識をもっているとは言えない。また,教 師 も児童が,体 操を 「ラジ

オ体操」(45%)や 「体育全般」(24%)と してイメー ジしているととらえている。 このこ

とか ら体操の学習を通 して,体 操にっいての正 しい認識を育て る必要がある。

多錫霧総 鱗ll
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イ 体力につ いての意識
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ぜ ば が ら ズ く

病 や 強 か ム 走
気 さ い さ 感 る

教師

児童は自己の体や体力に関心
があると思 いますか。

考 察

児童は,自 己の体力に関心を もち,体 力を高めたいと思 っている。 しか し,体 力にっいて

は,長 く走ること(64%)等 として一面的にとらえる傾向がある。 この ことか ら,体 操の学

習を通 して体力の向上を図るとともに,体 力にっいて知的理解をさせる必要がある。
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② 体操指導の実態と課題

ア 体操指導の実態 教師

体操は児童が興味を示す領

域だと思いますか。 藤
体操は他の領域と比較 して 昭

57
指導しやすいですか。 年

1,"8

平
成
4

年

考 察

体操 は児童が興味を示す学習だと思 っている教師が少ない。 また57年 度 と比較 して,指 導

が 「しに くい」 との回答が増えている。 この ことか ら,体 操の指導内容や指導法 を明確に示

す必要がある。

イ 体操指導の課題
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必 運 運 学 め 動 助 力 自
要 動 動 習 あ き 言1己
性 の 内 の て 作 の ド 評
の 楽 容 進 の り 仕 ・ 価
理 し の め も 方 資
解 さ 工 方 た 料

夫 せ の
方 活

考 察 用

児童は教師の励ま しや,友 達 と協力 して学習す ることを楽 しさの第一に挙げている。また,

自分のめあてを もって学習できた り,動 きの高 まりがわかった ときも楽 しいと感 じている。

一方,教 師は運動内容の工夫や意欲付け,め あての もたせ方の工夫等 に力を入れたいと考え

ている。

以上のことか ら,こ れからの体操の学習指導 においては,運 動の内容や,体 操 ・体力に関

する知的理解の内容を吟味 して示 し,児 童の興味 ・関心を高めなが ら,明 確なめあてを もっ

て体力が高められ るようにすることが,研 究課題 として極めて大切 となる。

(4)ま とめ

以上の実態調査の結果か ら,体 操にっいて次の三つの視点か ら研究を進め ることが大切で

あると判断 した。

① 一人一人が 自己の力に応 じた明確なめあてがもて,興 味を もって取 り組める運動の内容

を吟味 し,明 確 に示す。

② 体操の学習を通 して,体 操や体力の高め方にっいて知的に理解す る内容を明確 にす る。

③ 児童が知的理解を深めなが ら,動 きを高めてい く学習過程を工夫す る。

多/
笏 多
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3、 研究の重点課題

(1)運 動内容の吟味

基 にす る動 きの条件 ・意欲を もって楽 しく取 り組める運動であること。

・誰にで も取 り組め る運動であ ること。

・手軽 にで きる運動であること。

・めあてが もちやすい(数 値化 しやすい)運 動であること。

・自己評価 しやす い運動であること。

① 体の柔 らか さを高めるための運動

基 にす る動 き 前屈 ・ブリッジ ・開脚の組み合わせ

略
r
・

-

彗

二

憎 ¢(
:4-一

壱

_.;i

ア.運 動の方法

・前 屈………ひざを伸ば し,ゆ っ くりと前 に曲げ,止 まった状態での指先の目盛

りを読む。っま先より下はプラス,上 はマ イナスとして測る。

・ブ リッジ………あお向けに寝 た状態か ら,体 を持 ち上げ指先 とっま先までの長さを

測 る。

・開 脚………座位で開いた両足のかかとを結んだ線の長 さを測 る。

イ.工 夫の観点

・ね らいを変えないで,新 しい動 きづ くりに取 り組む。

ウ.こ の運動を取 り上 げた根拠

手軽に誰にで もでき,日 頃より慣れ親 しんだ動 きを基に した。 いろいろな部位の関節

の可動域を広 げることに目を向けさせ るため,三 つを組み合わせて行 うことに した。

9



② 巧みな動きを高めるための運動

基にする動き 長なわ跳び

ア,運 動の方法

・1秒 間に1回 旋のペースで回す
。

・なわの長さは6m程 度 とする。

・回 し手の真横 にラインを引 き,第 一歩を踏み出 した時を,ス ター トとする。

・6回 跳び終わ ってラインに戻 って きた時をゴールと し
,何 秒かか ったかを計 る。

イ.工 夫の観点

・ひとりでの 「入 り方」 咄 方」 「跳 び方」

・回す速 さをかえる。

・用具を使って跳び方の リズム,タ イ ミングを難 しくする。(長 なわ,短 なわ,ボ ー

ルなどとの組み合わせ)

ウ.こ の運動を取 り上げた根拠

なわ跳びは巧みな動きの要素としての正確性,タ イ ミング,リ ズ ミカル,素 早 さ,バ

ランスを総合的に高める運動であ る。児童の実態調査では,20秒 間でできる平均回数

は6回 であった。
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③ 力強い動きを高めるための運動

基にする動き たいや引き

ア.運 動の方法

・4m程 度の ロープを輪に してタイヤにっける。

・タイヤの方を向いて,両 手で引 っ張る。

・25kgの タイヤを20m移 動す るのに何秒かか ったか計 る。

イ.工 夫の観点

・重 さを変え る。

・距離を伸ばす。

・持 ち方を変える。

ウ.こ の運動を取 り上げた根拠

児童の実態調査か ら,25kg以 上の重さのタイヤを20m移 動す ると心拍数が150～160以

上に上が り,運 動の負荷 と して適切と考えた。

④ 動 きを持続す る能 力を高めるたあの運動

基にす る動 き ペース走

ア.運 動の方法

・今 もっている力で無理 な くペースを守 って走れ るコースを選ぶ。

(1分 または30秒 で1周 するコースを選ぶ)

・2人1組(走 者 と補助者)で ペースの確認をす る。

・試走を もとにコースを選び直す。

・自分 に適 したコースで5分 間,ペ ースを守 って走 る。

]1一



一

灘か
《折 り返 し1分 間コースの設定の仕方》

(27.5m)→ ∋
__ __{∋

～ 〈∋

一 モ∋

60m
(3Dm)

65m
(32.5m)

70m-
{35m)

75m
C37.5m)

80m__
(40m)

85m
(42.5m)

90m
C45m)

愚

※()内 は校庭の実態 によ り

30秒 間折 り返 しコースの場合

の距離

・《 ∋

㊥
一一一一一《 ∋

一 … 一 一一 一一E∋

イ.工 夫の観点

・1分 もしくは30秒 間で走る距離の もっと長 いコースを選ぶ
。

・同 じコースで,走 る時間を5分 より長 くす る。

ウ.こ の運動を取 り上げた根拠

上記の場づ くりは,コ ースによって距離が異な り,折 り返 し方式であるため,自 分の

力に合 ったコースを選び,し か も折 り返 し点を通過する毎に正確にペースの調整が図れ

るので,自 分のペースを守 って走 り通す ことがで きる。

また,上 記のような距離 と時間の設定によるコースを設ければ,心 拍数の上か らも適

切な負荷のかか った運動 となるとともに,ほ とんどの学校において児童の走力の実態,

校庭規模の実情 に応 じて活用できると考えた。

一12一



f2)知 的理解の深め方

知的理解の内容を以下のように整理 し,順 序立てて学習過程に位置づけることにより,運

動の行い方(動 き)と 考え方(理 論)と が関連を もって学習で きるように した。

① 「基にす る動 きの段階」での知的理解の内容 と深め方。

i

lア 体操のね らいを理解す る。

[体 操 は,体 力の維持 ・増進 を直接 ね らう運 動 で あ るこ とを他 の運動 領域 と比較 しな
1 が ら理 解す る

。

イ 体操の4つ の運動を知 る。

体操には,体 の柔 らかさを高め るための運動等の四っの運動があ り,そ の動きが高

まることが体力の高まりであることを理解す る。

ウ 体操の必要性を理解す る。

体操の動 きとスポーツの さまざまな動 きとの関連やこれ までの生活体験か ら,あ る1

いは 「基にする動 き」を試みること等を通 して,体 や体力にっいての関心を高め,体i

操の必要性を理解する。i

工 体力の高 まりの確かあ方を理解す る。[

どのよ うにな った時に体力が高 まったといえ るのかを4つ の運動別に学習する。

〔例〕 ・で きなか った動 きがで きるようになった時。1
・同 じ動 きで も調子 よくで きるよ うにな った時。[
・時間や回数 距離等の記録が高まった時。 …

　 レih▽
② 「工夫す る動 きの段階」での知的理解の内容 と深め方。

ア 動 きの高あ方を理解す る。

運動の工夫の し方(ね らいに合った新 しい動 きをつ くる ・より負荷を強める ・よ り

難 しくする)に つ いて四つの運動別 に理解す る。

}

1イ 体力の効果的な高め方を理解す る。

iてし欝 羨繋 弊 瀦 窪募課1。磁 畿 膿
iた は,20秒 で全力を出 しきるよ うな負荷により運動する。」r持 続する能力では,最

1大 スピー ドの70%の ペースで運動する。」等の効果的な行い方を知 り,実 践に生かす。

1

1ウ 運動の体への効果を理解す る。

… 轟 疑 ま轟 森膿 雅 響 イヒが起きているのかを知り・体に与える効
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(3)学 習過程の工夫

① 学習過程の考え方

ア.体 操への年間配当時数を15時 間と し,前 半(単 元その1)・ 後半(単 元その2)に 分

けた。

イ.児 童の 自発性や自主性を促すために 「体操」の内容として示 されている4っ の運動群

にっいて,ど んな順番で取 り組むのか自分で計画を立てさせ,前 半(単 元その1)で2

っ,(単 元その2)で2っ,そ れぞれ学習す るよ うに した。

ウ,単 元計画を 「基 にす る動 きの段階」と 「工夫する動きの段階」の二段階 とし,こ の流

れに即 して運動の行い方(動 き)と 考え方(理 論)を 併せて学習で きるように工夫 した。

C【 基にす る動 きの段階のね らい】

運動の方法やね らいを知 り正確 に調子よ く行 う。(習 熟する)

・ 「基にする動 き」か ら自己の体力を知 る。

・体操の必要性を理解する。(「 基 にす る動 き、を試みることを通 して,ス ポーツの さ

まざまな動 きと体操の動 きとの関連か ら,遊 びや生活の体験を通 して)

・体力の高まりを知 る。(基 にす る動 きを正確にできるよ うにな った,調 子よ くで きる

るようになった等の変化か らとらえ る。)

○ 【工夫す る動 きの段階のね らい】

難 しい動 きやね らいに合 った新 しい動 きを工夫 して体力を高める。

そのためには,工 夫の仕方を以下のように理解 し,運 動を行 う。

・柔 らかさを高め るための運動で は,関 節の可動域を広げるたあの新 しい動 きを工夫す

る。

・巧みな動 きを高めるための運動では,や さしい動きか ら難 しい動 きを工夫 して行 う。

・力強 さを高めるための運動と動 きを持続す る能力を高めるための運動では,よ り大 き

な負荷のかかる動 きを工夫 して行 う。

・工夫 した動 きの高 まりか ら,体 への効果を知 る。

・簡単な トレーニ ングの原則を知 る。

エ.知 的理解の位置づ け

知的理解に関す る内容 は,毎 時間の学 習の中に位置づける。
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②単元その1と 単元その2の 学習の流れ

単

元

そ

の

ー
〕

〔単

元

そ

の

2

〕

1

回 1i2
i

314 5i6{78
段 階 基にする動きの段階 工夫する動きの段階

学

習

内
'

容

運 動

基にする動 きを

試み,運 動の方

法や自己の体力

を知る。

正確に調子 よ く

で きるようにす

る。 選択①

選択②

難 しい動 きやね らいに合 った新 し

い動きを工夫 し,体 力を高める。

→

→

知的

理解

体操の必要性を

理解する。

ねらいに合 った動 きの工夫 と体力の高まりを理解す

る。 簡単な トレーニ ングの原則を理解す る。
1

回 9110 11121314i151
段 階 基にする動きの段階 工夫する動きの段階1

§
1

運 動

正確 に調子 よくできるよ

うにする。 選択③

選択④

1
難 しい動 きやね らいに合った新 しい動 きを
工夫 し,体 力を高める。

→

→

知的

理解

取り組む動きの必要性を

理解する。

動きの工夫の仕方や体への効果を理解する

③ 単位時間の流れの例(第 五時)

5分[璽 動

↓

15分[壷[】

↓

5分[亟
↓

15分[麺

↓

3分[藝 】

↓

2分[7]

・音楽を取 り入れたス トレッチ ングを行 う。

・ 「柔 らか さを高めるための運動」と 「巧みな動 きを高めるための

運動」の うち,ど ちらか一っを選 び,動 きを工夫する。

・工夫 した動 き(巧 みな動 きを高めるための運動)の 中か ら,体 へ

の効果や体力を高める効果的な運動の行い方について話 し合う。

・ 「力強い動きを高める運動」と 「持続する能力を高めるための運

動」の うち,ど ちらか一っを選 び,動 きを工夫する。

・工夫 した良い動 きの紹介をす る。

・次時のめあてをたてる。

・部位の運動をゆっくり,大 きく行 う。
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{4)学 習資料の活用

児童が体操の学習の内容や流れ,体 操の必要性等を理解す る資料 として,「 体操学習 ノー

ト」を作成 した。 ノー トには,① 知的理解に関す る資料,② 年間学習計画表,③ 基にする動

きの図示,④ 工夫する動 きの記入欄を設け,毎 時間の体操学習を自発的 ・自主的に取 り組め

るよう工夫 した。

また,学 習 ノー トを効果的に活用するための,⑤ 教師用指導の手引きを作成 した。

① 知的理解に関する資料

ア.「 体操学習とは何か」 イ,「 体力にはどんな要素があ るか」 ウ.「 体操の必要性」

エ.「 体操学習の適時性」(資 料1)オ.「 体力の高め方」 カ.「 体操(運 動」の体へ

の効果」(資 料2)等 についてLL体 操学習7っ のQ≫ と して,児 童が興味を もち,わ かりや

す く学習で きるような内容 とした。

<資 料1>Q5,ど うして この時期に体操を行 うの?

ioo

発

達

の

ど

あ

い

ー
50

''
9

唖 〉,,/
i

',
i,一"

/,!
,' ρ

!ノ'
e'

/!
,'

//

鰯噸「 圃■'
T甲一

"
'

'
'

'
'

'
'

''
一'

''
''

''
'

澗'1重 動

筋力 ・持久力

,'一

!/
"

小
/'k
,' 学

i

liノ/
,.

校

高
ノ! 学
レ

8

「

1ー「̀
,

1

'

年

}　 一「 一 冒
i

05101520才

く 調 整 力>15才 でほ とん ど伸 びが見 られな くな ります。⇒ 今が一 番効果 的!

〈 筋力 ・持久 力〉 学び 方を知 ってお くと、 中学 生で大い に役立 ち ます。

<資 料2>Q7.体 力を高めると,ど んな効果があるの?

◎ 柔 らかさ(柔 軟性)

関 節 の動 く は ん い が 大 き く な る
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◎ 巧み さ(調 整 力)、 ・P'

が

く

り

な

が

が

な

き

つ

動

の

な

経

駄

1
1

神

無

な

,

・つ
り

よ

な

の

く

る

図

よ

な

るなに・つよるけ動くよ子調

う で の 筋 肉 を

う動 か そ う

ポ ー ル が と ん で く る そ

こ れ く らい の ス ピ ー ドで

この 方 向 だ

◎ 力強 さ(筋 力)

筋肉は筋せんいの 軸 蛋
た響 まり 鰹

麟悲 撒 まζと

筋 せ ん い の1本1本 が 太 く な る

◎ 持続す る力(持 久力)
酸素
¥

(持 久力)
/

瀦

② 年間学習計画表

韓
!1ノ

!

i全 身 へ

/

ジ/

大 きな力が 出せ るよ うに なる

酸 素 を 多 く 取 り 入 れ

ノノ ら れ る よ う に な る
〆

全 身 に 酸 素 を 送 る カ

ノ11が 強 く な る
ノ

続

う

く

よ

長

る

が

れ

る

動

ら

な

運

け

に

毎時間の感想 と自己評価(め あてを もって取 り組めたか ・動 きを工夫できたか ・動 きが

高まったか)の 欄を設け,児 童の体操学習に対す る取 り組みの様子がわかるよ うに した。

体操の学習計画

時

学
習
内容

・ も と に す る 動

き を 知 る
・学 習 計 画 を 立

て る

・ も と に す る 動 き を

正 確 に 行 う

・ も と に す る 動 き を 工 夫 し,そ の 動 き に
取 り 組 む

選択1

選択2
　

学習をふ りかえ って

感 想
め
あ
て

工

夫

高 ま り1

選択1 選 択2
1

3 1 1
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③ 基にする動きの図示

基にす る動 きの欄では,動 きを図で示 した。 また,そ の日の記録を記入 し,体 力の伸び

を確認で きるようにした。

〔柔 らかさを高めるたあの運動〕
基にす る動 き

前杷(せ んくつ} ブ リッジ 開脚(か いきゃく

も
と
に
す
る
動き

1 《
r-一 一」

姦
・ 一 一_.

*ひ さを1伽fずに
指先かとこまでと *指 先からつまさ *か かとからかか
とくか きまでの長さ とまでの護さ

記 柳め 初め 初め

録 111聰 fAfk {罰 ㎝ ㎝ {η ㎝ @1 u層1

〔巧みな動 きを高めるための運動〕
基にする動 き

ao 麟

〔力強 さを高めるための運動〕
基にす る動 き
4イ ヤ引き

も
と
に
す
る
勤
き

*25kKの タイヤを20ui引 く
のに何秒 かか るか

記

f# 秒 秒 秒

④ 工夫する動きの記入欄

〔持続する能力を高めるための運動〕
基 にす る動 き

工夫する動 きの欄では,図 や言葉でめあてを記入で きるように した。

工夫する動き

工 工
夫 夫
す す
る る
動 動
き き
1 2

工 工
夫 夫
す す
る る
動 動
き き
3 4

卜

工 *次 の時間にやってみたい動きを書きこもう

夫
す *そ の動 きが高 まった ら,「 学習をふ りかえ

る って 」のペ ー ジに◎ を書 きこ もう。

動
き
5 1
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⑤ 教師用指導の手引 き

体操に関する知的理解の参考となるよ うに,学 習 ノー トと対応 させて作成 した。

運動の原則

運動には,い くつかの基本的な原則

がある.例 えば もし限 られた数少なi

い運動だけを繰 り返 していると,そ の

「
器官,機 能だけが発達 し非常に片寄 っil

た体になって しまう.(全 面性の原則!2

また,一 ・度高 ま った体 力 も運動 をや め13

ると逆戻 りして しまう。運動による効4

果 は貯えてお くことがで きない。15

(可逆性の原則)そ れ ら以外にもい く

っかの原則があるので覚えてお きたい。

Q6.ど うやって体力を高めて いくの?

体力を高めるためのポイン ト

自分にあ っためあてを持 って

その運動がどんな力を高めるのかを意識 して

ややきっいと感 じるくらいの強 さや回数で

少 しずつ高めてい く

続けて取 り組 もう

1.個 人個人の体力 レベルに適 した運動を行 う。(個 別性の原則)

体力を診断,そ の結果に基づいて,運 動を処方 してい く事が,こ れか 「

[ら の体力つ くりの基本と言え る.」

2.自 覚を もってのぞみ,知 的理解 を深め る。(自 覚性の原則)

目的や必要性を もって行えば一層の効果が上がるが,も し漠然 と行 う 「

[の であれば 疲労を残 し,後 に障害をおこしかねなし㌔ 」

3.や や きっいと思 う運動強度で行 う。(過 負荷の原則)

歩いて体力を高めるためには,普 段のス ピー ドよ り少 し速 く歩かなけ 「

[」
4

れば効果は薄い。

徐 々にかつ不断に運動の強さを高める。 (漸進性の原則)

一負荷の量 と強度を少 しずっ増大 してい くと同時に,単 純な ものか ら複 「

L雑 な ものへ と移行 してい くと効果がある。

5.休 養をとりなが ら規則的に繰 り返す。 (反復性の原則)

J

「1回 に30分,週 に3回 の1日 おき程度が効果的と言われている。休養 「
i

Lを とらず行えば 逆に疲れるだけで効果が上が らない。 」
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4.指 導実践例

(1)第5学 年の事例

展開(45分 ×15回 扱 いの7回 目=工 夫する動 きの段階)

1・ 集合 し学習内容を知る。

1・ 本時のめあてを確認す る

・準備運動をす る。

一
・本時のああてをっかませるために・体操学習ノー トや学i

習の流れ,工 夫の観点を提示 し,児 童一人一人が 自発的

・自主的に学習に取 り組め るよ うにす る。

ト それぞれ選択 した運動列 ・自分のis'て に向か って脇 力 し合って用具の輔 樋

iル ープに分かれ・学習に1動 に取 り組め るようにする・

1取 り組む。 ト グループで見合 いながら運動できるようす る。

1[亟=(柔 ・巧み)l
l<場 ・用 具の工 夫,助 言 例>
1

　 　

1i用 具→用具鞭 って・柔 らか さを高める 捕 具→用具を使っての跳び方が工夫できi

lた めの動 き作 りが で き るよ うに短 ・ るよ うに長 なわ ・短 な わ ・ボール

1
なわ ・ボ ール ・輪 を用意 す る。1輪 を用意 す る。

1

陽 働 き作りに楽 しく取 り組めるよう{場 →跳びやすいように校庭のラインを
1音 楽 テー プ 「シル ク・一 ド」を訓 禾1開す る.

1用 す る。

一
1

口

「

助言 ・音楽に合わせてゆっくり伸ば して

みよ う。

・体を伸ばす方向は前後や左右など1

があるか ら工夫 してみよう。

・3っ の動 きがで きた らそれをっな1

ヨげ
てみよ う。1

I・座 って す る動 きや立 ってす る動 き2

を しよ う。i

・柔 らか さを高め るた めに は,動 き 、

を繰 り返 し行お う。i

助 言 ・跳 ぶ リスム を しっか りっか もう。

大きく回そ う。

'声を掛け合って取り組もう・1

一 つの動きができたら灘 しい動H

きを工 夫 しよ う。i・

灘 しい動 きがで きるようにす るたli

目めには,繰 り返 し挑戦 しよう。 ■

1

目

・なわを回す人は跳ぶ人に合わせてi

一
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・集合 し,簡 単な トレー二1・ 繰 り返 し継続的に運動を行 ったり,動 きに少 しずつ負荷

ング繰 トレーニ ングiを 加えて取 り組んでい くことが体力の伸びにつながるこ1一i
i

i・ それぞ れ選択 した運動 グi・ 自分の めあて に向 か って・ 協 力 し合 って用 具の準 備 や運l
i

随 鯨1　 灘 驚 鵬皇娠きるよ一1
墜 ヱ 」(力 ・持続月
〈場 ・用具 の工 夫,助 言 例 〉

1==亜-一 二二
i用 具一25kgの タイヤ とい ろいろ な重 さの ・用具 一5分 間用 音楽 テ ープ 「バ スチ ア ンi

タイヤを用意 し,そ れぞれに重 さ

を表示し 何kgに挑戦するかわかi

るよ うにす る。

i幌 →手軽るに取 獺 めるように・lm

毎 に ポイ ン ト打 って あ る トラ ック

(20mコ ー ス)を 利用 す る。

トI

I
の飛行」を用意 し 音楽の途中に1

目時間を言葉で入れ
,自 分のペースf

lを 確認できるようにする・ 目

1場 一 自分のペースに合った コース(30一

秒間に走る距離)腿 択で きるよ 一

う コー スをい くっか設定 して お くll

1・ 重 くして引 いてみ よ う。
ト ト

i
l・ よ り重 く感 じる持 ち方で取 り組 もう。i

i・ 自分の体重 と同 じ重さのタイヤに挑戦;

1し て み よ う。1
　 　

」 重いタイヤを何秒で引けるか挑戦 してll

I
み よ う。l

l.こ の前 よ り も楽 に引 け るこ とは 力強 いI

l動 きが高 ま ったわけだ ね。

・自分 に合 った コー スを選 ぼ う。

・音楽 の時 間を聞 いて ,自 分 のペ ー スを

確認 しなが ら走 ろ う。

・同 じペ ー スで走 り続 け よ う。

・最後 まで走 り続 けよ う。

・前 よ り も楽 に走れ た ことは ,持 続 す る

力が 高 ま ったわ けだね。

・整 理運 動 をす る。

・学 習 ノー トに記入 す る。

'本 時の学習をふ りかえ り1

次時のめあてを もつ。

1・本時の学習をふ りかえ り,め あてが達成できたかどうか

う確認するとともに・次時は本時よりもさら1こ負荷をかi

けた り,よ り難 しい動 きに挑戦す るよ うに働 きかけ,学

習 ノー トにめあてを記入す る。
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(2)第6学 年の事例

展開(45分 ×15回 扱いの6回 目:工 夫す る動 きの段階)

学 習 活 動 教 師 の 役 割

10集 合 し学習内容を知 る。i

騰 禰 膿{
。準備濁 をする・1

{

li

l
i

!1

　 ミ
ll
f

{灘識 難 購i
/l 動

きに取 り組む。}

亟1
、

工夫する動き

〈工夫す る動 きと場 ・用具の工夫,助 言例 〉

○学習の流れを知 らせ,め あてをはっきりもたせる。

「
'柔 らか働 き'"ね らいに合 つた新 し働 きをっ く1

音楽に合わせて0連 の動きと1り,

して取 り組む。

'巧 みな動 き'… よりむずか しい動 きがで きる・「

定回数にかかる時間の短縮をめざ1

して もよい。i

・力強働 き一 より負荷のかかつた動きをする一

一定距離にかかる時間の短縮をめ1

ざす・1
　

・動 きの持続 … …ペ ー スを守 って走 る。5分 間で 走i

る距離をのばす。

i

;
場 ・用具の工夫 助言例

柔 ・前屈
li

…
1かl

i
i

1.、l
fV

r.i

[動iO

圏

み

な

動

き

後屈

勉翻
麟 鍛 閣'畿 曹翻・捻 転

・側 屈

・前後開脚

・りンボー ダ ンスな ど

の か 考え よ う。

・ゆ っく りや ろ う

.こ れ以上曲が らない1

所 まで曲げよう。i-{
動きに取り組む

・長なわの中で短なわとび[

レ 長なわの中でボールを受1

蹴 島 緩 る;

タ イ ミングを考 えよl
I

う

.な わを回す スピ_ド 同

.鰍1く 回そう1

臼

U

、
,

ー1
捌
目

目
-
ー

ー

目
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1。集合し 騨 な トレーニ ング原 ド 児童の動きと関連づけたり艇 示資料を活肌 た鰍

1しz,わ かりやす く説明するよう配慮する・1
理や効果について知る。

〈巧みな動 き 提示資料の例 〉

←
巧
み
な 一
動き

一鋤 の螺 畝 行・司

1

圃 の条件較 えて渤 きを難しくして行うとよ・璽

日 体唐 える珊
1

神経 と神経のつなが りがよくなる。

正確に素早 く動けるよ うになる。
閥饗

Lな わが回 っているぞ(目)

z.ス ピー ド、方向 はどうだ

3.な わに入 るぞ

4.筋 肉を動かせ(命 令)

r,タ イ ミングを合わせよう

6.筋 肉の調節をす る

7.筋 肉が勤 く

選択 した運動2

〈工夫する動きと場 ・用具の工夫,助 言例 〉

力

強

い

動

き

動

き

の

持

続

工夫する動き

タイヤ引き

場 ・用具の工夫

タ イ ヤ 引 き

・!§)←10mコ ース →

・◎ ←15mコ ース ー一一→

助言例

距離 ・重 さ ・姿勢を変える

・◎ ←20m]一 ス

。◎ ←25m]一 ・ス

砂 袋5kg, 10kgな ど

陣 くしてみよう

5分 間走

1・ 距離 をの ば してみ よ5

　 ロ

1つ
1

→1・ 時 間に挑戦 して み よ

1

司 う
1・ もち方を変えよう

1

「距離をのばす

30秒 間 に1往 復で きる もっ{・ 自分 のペ ース を守 っ

E長 い コー スを選ぶ

O本 時の学習を反省 し,次 時のめ

あてを考える。

T

35m--e

40m-一 《 ∋

45m-一 一 ・G

50m-一 一e

て走 ろ う1

.無 理 しす ぎないよ う 目

に しようi

・走 り終 わ った ら,し 日

ばらく歩こう 臼

ll

/

O後 片 づ けを し,整 理運 動 をす る。O使 った筋 肉を ほ ぐし,全 身 を リラ ックスさせ る。

oめ あての達成を確認する。i

i
・達成で きた児童… 「次時 も自分の体力に合 っためあ1

1

てを もつ よ うに しよ う。 」[

i
・達成で きなかった児童… 「工夫する動 きが 自分の体;

1力に 合
って いたか考 え,i

次のめあてを もとう・■
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iV研 究の ま とめ

1研 究の成果

体操の学習は,児 童 自らが体力や体に関心を もち,運 動の行い方(動 き)と 考え方(理

論)と がまとまりをもって学習されるとき,自 発的 ・自主的に体力を高める学び方を身に

つけることが出来 ると考えf次 のよ うに研究を進めた。

{1}《 運動内容》の吟味を した。

・ 「基にす る動き」では"数 値化rを 図 ったことで児童が 「めあて」をもちやす くな

り,興 味 ・関心を示すようすが見 られた。

12)《 知的理解》の学習内容を明確に した。

・ その動 きの 「ね らい」や,「 体への効果」などを理解す ることにより,児 童が体操

の学習に興味を もつよ うにす ると共に,自 ら体力を高め られるよ うに した。

(3}「 体操 」の特性 にふれる学習がで きるよ うにするための 《学習過程》を作成 した。

・1単 位時間を45分 間と し,前 後期の2回 に分け年間15回 扱いと考えた。 また、学習

過程を 「基にする動 きiと 「工夫する動 き」の二段階と し,実 践と理論を合わせて学

習で きるように した。

・1単 位時間を さらに前後半に分け,児 童に運動内容を"選 択"さ せたところ,学 習

計画を自ら立てて計画的に学習を取 り組むようにな った。

(4>実 践的な 《学習資料》を作成 した。

・ 学習のめあてや見通 しが児童にもはっきりと分か る 「学習 ノー ト」を活用 したとこ

ろ,具 体的な 「めあて」を持 ちsで きばえを 「自己評価」するようにな った。

・ 体操の学習における簡単な 「教師用の手引き」を作成 し活用を図 った。

(5)体 操の学習指導 における 「教師の役割」について,あ る程度明 らかにす ることがで き

た。

・ 今後は,学 習中における指導,支 援等に加えて,授 業の設計 ・計画段階での 「教師

の役割」を重視す る必要があることがわかった。

2.今 後の課題

{1)「 基 にす る動 きfJの 体操の内容と しての妥当性を,検 証 しなが ら,さ らに開発す る必

要がある。

(2)児 童 自身 による評価は 「意欲」 ・ 「学び方」 ・ 「動 き」の観点か ら行 うように したが,

さらに内容 ・方法を工夫 し,効 率的で,学 習 に生 きるものとす る必要がある。
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